






































移動衛星通信システムの概要 
  

3-1-4 移動衛星通信システムの概要 

※ 2.5GHz帯(2500～2535MHz）は、衛星から送信される電波（ダウンリンク）であり、端末受信への干渉影響を検討する。 
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2.4GHz帯の周波数共用検討結果のまとめ②  

■共用検討のまとめ 

  既存システムとの共用検討においては、VICS及び移動衛星端末（受信）において、それぞれ
100m及び500m程度の離隔距離が必要となり、ロボット用電波利用システム側において、既存無
線システムの運用に配慮することにより、共用は可能と考える。 

  このため、ロボット用電波利用システムにおいては、他の既存無線局の運用に配慮することを
条件として、その運用を認めることとなるため、無線局の免許制を導入することが適当と考えられ
る。 

  2.4GHz帯の利用に当たっては、産業科学医療用（ISM）の周波数帯であることを踏まえ、これら
の機器から生じる有害な混信を容認しなければならないこと、また、無線LANや他の既存無線局

と隣接又は同一周波数帯を利用することから、運用場所によっては干渉が生じる可能性もある。
特に上空での利用においては、コントロール系（機体の制御）での使用を控えるなど、安全性の確
保に配慮したシステム構築や周波数利用を行うことが適当である。 

  ロボット用電波利用システムについては、IP接続を前提として無線LAN相当の送信スペクトラム

マスクにより干渉検討を行ったところであるが、当該送信スペクトラムマスクの範囲内に収まるの
であれば、他の無線システムへの干渉程度は同等以下と考えられるため、無線LANの規格相当
のものだけでなく、アナログ無線やデジタル無線等の利用も認めることとする。 

  なお、詳細な無線設備の技術的条件については、本干渉検討結果を踏まえ、より干渉軽減を図
る観点から整理を行う。 （スプリアス発射の強度や周波数又は空中線電力の許容偏差など） 
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４ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  26 



４ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  27 

国土交通省のホームページより（http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/spot dsrc/index.html） 
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国土交通省のホームページより（http://www.mlit.go.jp/road/ITS/j-html/spot dsrc/naiyou.html） 



５ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  

■DSRCの周波数配置 
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４ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  

■DSRCの諸元 
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 複数種類あるDSRCシステム（路側機モデル）のうち、フリーフローETCとITSスポットの必要離隔距離をロボットとの
共存条件とする。 

– DSRC基地局に与える干渉では、クラス２（受信感度-75dBm）、アンテナ俯角が浅く設置された基地局におい
て、必要離隔距離が大きくなる。 

– 車載器に与える干渉では、受信感度およびアンテナ仰角は一様のため、必要離隔距離はDSRCアプリケー
ション（通信エリア）に依存しない 

 ロボットに割当て可能な干渉雑音量はI/N=-10dB（干渉雑音電力の3%に相当）とする。 

 必要離隔距離および所要改善量（目標離隔距離100mに対する）は以下の通りである。 

7ch 6ch 5ch 4ch 1ch 3ch 2ch 7ch 6ch 5ch 4ch 1ch 3ch 2ch
20M-1(CH153) 6.2km 18dB/35.8dB 18dB/16dB
20M-2(CH149)
10M-1 9km 18.8dB/39.1dB 18.8dB/11.6dB
10M-2以降
5M-1 12.7km 20.1dB/42.1dB 20.1dB/17.3dB
5M-2 20.1dB/17.3dB
5M-3以降

20M-1(CH153) 2.7km 11dB/28.6dB 11dB/8.8dB
20M-2(CH149)
10M-1 4.1km 11.8dB/32.1dB 11.8dB/4.6dB
10M-2以降
5M-1 5.7km 13.1dB/35.1dB 13.1dB/10.3dB
5M-2 13.1dB/10.3dB
5M-3以降

18.8dB/3.9dB

11dB/1.7dB
11dB/-3.9dB

11.8dB/-3.1dB

13.1dB/-1.8dB0.45km

0.2We.i.r.p

0.32km

0.39km

必要離隔距離 所要改善量（上段：UL/下段：DL）

1We.i.r.p

0.8km

0.88km

18dB/8.9dB
18dB/3.1dB

20.1dB/5.2dB

DSRC周波数CH
ロボット周波数CH

DSRC周波数CH

1.06km

干渉電力

４ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  

【DSRCの共用検討のまとめ】 
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 汎用性のある無線デバイスを考慮した場合、無線LANの配置が適当であるが、現行
の検討候補周波数帯内では、20MHz幅で１チャネルしか確保できないことから、必

要なチャネル数を確保するため、更なる検討対象周波数帯及び周波数配置等の検
討及び既存無線システムとの共用検討が必要である。 

 無線LANとの共用検討においては、現在、拡張検討しているW58等の周波数の利
用形態（屋内又は屋外）を考慮する必要がある。 

 DSRCとの共用検討においては、実運用上の観点も含めて共用の可能性について、

更に詳細な検討が必要である。また、必要に応じてロボット用電波利用システムに
おける干渉軽減方策について検討が必要である。 

４ 5.7GHz帯の周波数共用検討状況（中間報告）  35 

4-2-4 5.7GHz帯における検討課題 


